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いくつも教育のなかで、
　　　　　教育が忘れられている

センター長 岩川 直樹
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目の前の子どもの姿に関心を向け、その底にある願

いやもがきに応えようとするなかで、自分たちの授業

や教室の在り方を問い直しつづけてきた教師たちに

とって、現代の社会と教育の状況はまぎれもなく長い

冬の時代である。

狭い意味での「学力向上」対策にいっこうに賛同し

ていなくても、教室には学力テストの過去問がどっさ

りと配られ、それを朝の会に子どもたちにやらせろと

せっつかれる。スキルばかりのコミュニケーション教

育にまったく納得していなくても、ソーシャル・スキ

ル・トレイニングの講習に行かされ、子どもたちに一

律に「上手な断り方」のロール・プレイを実施するは

めになる。教室の秩序は外側からの規律の強化によっ

てではなく、互いに関心を向け合う内側からの関係の

生成によってこそゆたかになると確信していたとして

も、発言の仕方や返事の仕方などが事細かに定められ

た「○○スタンダード」を教室の壁に貼らねばならな

くなる。

芳しくないデータやショッキングな事件が現れるた

びに、マスメディアがそれをセンセーショナルに取り

上げ、いともたやすくひとびとのなかにそれらを「社

会問題」と見なす世論がつくりだされる。だからこ

そ、その水際でデータや事件の意味を問い直すことが

重要なのだが、それらを多角的に議論する間もなく、

教育行政は問題への「対策」を早急に講じることに駆

られ、教育研究がそのためのプログラム開発に参与す

る。その結果、いくつもの「○○対策」や「○○教

育」が降り止まぬ雪のように学校現場に積もりつづけ

ている。ある自治体の教育委員会に三年間つとめた教

員は、自分の在職期間中に学校現場に促した「○○対

策」や「○○教育」の数が優に三十を超えていたのを

見て重い溜息をついていた。

「○○対策」や「○○教育」は、いずれも一般的な

技法やプログラムとして子どもたちや生徒たちに一律

に施すものである。それらの実施に追われれば追われ

るほど、目の前の子どもの姿に関心を向け、その子ど

もの自己形成の願望や葛藤に応えようとする教育の意

味は見失われることになる。「いくつもの教育のなか

で、教育が忘れられている（In multiple educations, 

education is forgotten）」。およそ100年前に『民主

主義と教育』のなかでデューイが語ったこのことば

は、いま、わたしたちの身に痛烈に響く。

だが、子どもに施す「教育」が幾重にも降り積もる

この冬の時代のただなかで、目の前の子どもに応える

教育をいとなみつづけている教師たちがいる。いつの

頃からかわたしはそうした教師たちを越冬隊と呼ぶよ

うになった。越冬隊の教師たちは長引く冬の時代のな

かで、状況に対するしなやかでしたたかな抵抗の知恵

を紡ぎ出している。そうした教師たちの抵抗の知恵を

分かち合う場やネットワークを生み出すことによって

こそ、教育の実践的探求の脈動は保たれてゆくものな

のではないだろうか。
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『教職員キャリアアップ・サポートセミナー』『教職員キャリアアップ・サポートセミナー』

テーマ

１  6月21日（土) 発達障害やいじめ・不登校などの現代的課題

２    9月  6日（土） 個別面接

３ 10月 18日（土)  アサーショントレーニング（さわやかな自己主張訓練）

４  1月24日（土) 家族・対保護者の問題

回 実施日
<14：30～17：00>

センターでは、൲成'(年ஶより、૰Џڼの一գとして、さいたまࠅの教職員を対नとする研会「教職員

キャȥアアップ・ǰȘートセミナー」を実施しています。

「教職員キャȥアアップ・ǰȘートセミナー」は、༂時的ఽພ教員を中心としたਙての教職員を対नに、さいた

まࠅの教職員ਙ体のౖࠢࡐ力の向上をইるとともに、೪়規ޡພの教職員が自信を失うことなく়規ޡພ教員へと

向かっていくことができるようࠊѬしていくことを目的としています。

൲成'+年ஶは、発ૄमӳやいじめ・ഩ校などの現代的Ӏ題をතえた学校現場におけるࠪ௳生徒へのࠉ௮・ࠊѬ

のࢩ実をইるため、)Ӗのセミナーを実施しました。

二つの共催研究会 !!　充実しました。二つの共催研究会 !!　充実しました。

センター�教育実践研究๖�と、ۀ内でࢩ実したԩ動を੶けている教師たちの自主研究会のޘで、మつの研

究会を実施しました。

 「リアリスティック･アプローチ(ALACTモデル) による
　　　教師のためのリフレクション・ワークショップ」

�で、センター研究員の信子৯生ޘ学びの会とのاપ学教職Ӏ୷教授�を講師にڗえて、11ڧ'(ష

（ష）、ا会պにてワークショップを開ޘしました。

アクティȯィティとディスǦッションを中心に、ȥアȥスティックzアプローǼ�6A68Iȝデル�による授業ȥȐレ

クションのワークを体ۊし、またǥランダの教育や、ష෭の子育てについてレクǼャーをࢄけました。

参Ҧࡣは、教員、学生・Ц生、પ学教員ら1-อで、グループワークの中で、よい関係をૼきながら互いに学び

合い、意義な研会となりました。

「協同学習を取り入れた英語の授業実践研究会」
ॠі語教育研究会ࠊا、ا学びの会とのޘで、ϲ藤५一གྷ৯生（జҴࠅ໔ફమ中学校）を୲ϭࡣとして

。しましたޘ研究会を開ݥష（ష）、センター';会議室にて実践ඦ*1ڧ'、えてڗ

і語ҭの同学習に२ڮに取りਭǛでいるϲ藤৯生の実践と教室の子どもたちのҜかくつながりながら6ut]en"

ticな学びを੶ける子どもたちの姿にՕาをࢄけ、і語ҭの同学習のあり方について݂え、またグルーȑでే心

にཌし合いました。

取ۀ、ৌҏۀからの参Ҧࡣをսめ、(-อの参Ҧࡣで、ేく意義な学び合いをすることができました。
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Narrative Standard の開発Narrative Standard の開発

教師の授業実践と
子どもの学びを支援

協働生成・形成的スタンダード

　1.　授業と学びを物語ること
　2.　形成的評価=発展開発機能
　3.　カリキュラム開発機能
　4.　同僚性を構築すること
　5.　授業者としての身体性
　　　　聴く　～　対話
　　　　声～Elaboration～交響
　　　　レッスンの場としての機能
　6.　大学が役割を果たしつつ、
　　　学校コミュニティの場創り

「木曜ゼミ」発「木曜ゼミ」発
　ビデオによる
　　　　授業カンファレンス

○木曜日　午後6時
○クリニコス・ホール(コモ棟2F)

学校改革・授業改革

○「聴き合う」「学び合う」学び
○「探求」と「対話」による学び
○「同僚性」の構築
○「アクション」～市民性への学び

守　屋　　淳　　氏　　
　　北海道大学大学院教育学研究院

武　田　信　子　氏
　　武蔵大学教職課程　

高　橋　美　保　氏　　
　　東京大学大学院教育学研究科

能　智　正　博　氏　　
　　東京大学大学院教育学研究科

小　谷　宜　路　氏
　　埼玉大学教育学部附属幼稚園

霜　村　三　二　氏　　
　　元朝霞市立朝霞第十小学校教諭

本　谷　宇　一　氏　
　　日本生活教育連盟「ことばと教育」部会
　　フレネ教育研究会

中　村　麻由子　氏　　
　　東京学芸大学大学院連合学校教育学
　　研究科教育方法論講座
　　日本学術振興会特別研究員

教育の臨床の学の探求
　実践ࡣأࢇ・ࡣưしƮの

৳門の究

■「学ぶ」ことのヴィジョン
■ Action のリフレクション

プロジェクト研究
教ࡋの学ƻưつƲƔりǚ
ඇǇ直ơたǉの֏ਨ研究

平成26年度
　アクション・
　リサーチ連携校・機関 平成26年度　研究員
・越谷市立弥栄小学校
・鶴ヶ島市立南小学校
　　同　南中学校
・熊谷市立中条中学校
・本庄市立本庄西中学校
・上里町立上里中学校
　　同　上里北中学校
・埼玉学びの会
　　同　春日部支部
・栗原市保・幼・小連携研究
・会津若松市会津若葉幼稚園
・郡山市立行健小学校
・須賀川市立西袋第一小学校
・宇都宮市学校サポート事業
・宇都宮市立姿川中央小学校
・宇都宮市立陽東小学校
・茅ヶ崎市立浜之郷小学校
　　同　鶴が台小学校
　　同　香川小学校
・富山市立奥田小学校
　　同　大広田小学校
・伊丹市立天神川小学校
・富士市立元吉原中学校
　　同　田子浦中学校
　　同　富士川第二中学校
・富山市立岩瀬中学校
　　同　北部中学校

教室の
アクション・リサーチ

実践知の省察

学生・院生も含めた相互共有

教育実践研究部門教育実践研究部門教育実践研究部門教育実践研究部門

■教室と保育室の子どものナ
ラティブを見とることか
ら、関係性を編み直す

■学びと遊びの｢材｣の探求か
ら、教師・教材(遊財)・子
どもの関係性を編み直す

【「埼玉学びの会」との共同研究会】
「リアリスティック･アプローチ
　(ALACTモデル) による教師のための
　　　リフレクション・ワークショップ」
講　師 : 武田 信子先生　(センター研究員)

 11月23日(日)・埼玉会館

【JICA インドネシア国 教員養成
　　機関指導者育成　講座】

6月10日(火)・10月6日(月)・
10月19日(日)

　JICAプログラムの一環として来日した
インドネシアの大学研究者等に「協同的
な学びのデザイン」についての講義・
ワークショップを行いました。
　また「埼玉学びの会」共催の授業カン
ファレンス研究会に参加して、ともに学
び合いました。

県内外の小・中学校の授業実践の

ビデオを見て、語り、学び合います。

多様な視点の交流により、教師の

実践知を学び合いましょう。

参加希望の方は、
事前にご連絡を。
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インドネシアの大学研究者等に「協同的
な学びのデザイン」についての講義・
ワークショップを行いました。
　また「埼玉学びの会」共催の授業カン
ファレンス研究会に参加して、ともに学
び合いました。

県内外の小・中学校の授業実践の

ビデオを見て、語り、学び合います。

多様な視点の交流により、教師の

実践知を学び合いましょう。

参加希望の方は、
事前にご連絡を。
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෭๖はີࢫ、学の教員ຩ成に関わるԩ動、ൂੳ

学校ѥとの༫ځ強化、研究ԩ動、૰Џڼに力をహれ

ています。ݶ年ஶはに、教育学が開発に取りਭǈ

「発ૄमӳに強い教職員育成システム」プログラムが

൫ҭ学कの事業にޡવされたため、この研究事業へ

の力を行っています。また、ൂੳࣹ・中・ൿࠊѬ

学校のը໊職と૭ࠊѬࡣによるԉપ会議の開ޘ

や、ൂੳࣹ・中学校のスクールǦǡンセラー・ຩ܅教

との༫຺会議を実施するなど、ൂੳ学校ѥとの༫ځ

を॥めるԩ動をࢩ実させています。

       ¸¸¸¸

◆教育学部との連携

学の発ૄमӳࠊѬ関༫開発プログラムが、൫ҭ

学कによる「൲成'+年ஶ発ૄमӳのҧౖのあるࠪ௳

生徒に対する早期ࠊѬ・教職員の৳๖向上事業（発

ૄमӳに関する教職員育成プログラム開発事業）」にޡ

વされ、「اપ学教育学を中Ԍとした発ૄमӳに強

い教職員育成システムの開発」と題した研究事業がࠀ

まりました。෭๖は、プログラム開発の֊Ӌとॳに

おいて、研究と実践ので取ਭをࠀめています。

◆教育学部学生への指導・支援

人間形成総合科目「ストレス・マネジメント」の実施

『ॶ間形成合ҭ目』「ストレス・マネǳメント」

は開講Œ年目をڗえ、๖の教員ōอと教育実践研

究๖の教員ŌอのŎอがǥムニȋス形でしま

した。「教職とストレス」では教員ຩ成開発๖の教

員ōอをǭストスȏーǦーとしておंきして教育現場

でのストレスと対ࣕ法をおཌしいただき、ȥアルな内

ຓがࢄ講生にܚഓでした。Ҟԛ教育講ޕの教員にもプ

ロのѮҫとしてのストレスとのつきあい方などを、

ȏアȉѮを܉えておཌしいただきました。ݶ年ஶも

学生の授業ഓҤはݗく、「自己໊ӕが॥まった」「対

ࣕ法をたくさǛ知ることができたので、教職にԩかし

たい」「コミュニケーションのપৡさとコǿがわかっ

てよかった」などのՕੀが֒せられました。

◆附属学校園との連携

附属学校園の児童・生徒、保護者、教員やスクールカ

ウンセラーを対象とした相談活動

この૭ԩ動は、ൂੳ学校ѥとの༫ځの主ࡃであ

り、ൂੳࣹ・中学校に配されたスクールǦǡンセ

ラーとも༫ځをইりながら、૭ԩ動を行っていま

す。ൂੳࣹ学校ը໊職との༫຺会議や、ൂੳൿࠊѬ

学校内૭֞関「しいのみ」における૭ԩ動・研究

。Ѭも実施していますࠊ

年ஶの૭およびコンǰルテーションの内ຓとԥݶ

合はϱҟのୋりです（'01*年1ڧงష現在）。

◆さいたま市（教育研究所）とのコラボレーション

　講座の開講

教育実践研究๖とともに、「教職員のためのメン

タルȓルスとȥラクセーション講ޕ」をڧ開講して

います。また、教員ຩ成開発๖と同で「教職員

キャȥアアップ・ǰȘートセミナー」をŏӖ開講しま

した。このセミナーは、教育学長ޮډ೨を得て、

さいたまࠅ໔ࣹ・中・ൿࠊѬ学校にثยする教員と

༂時的ఽພ教員、さわやか૭員૭員、学ࠊצѬ員、

学生らを主な対नに行われ、Ӗ多くの参Ҧࡣがあ

り、ܚഓでした。

◆研究活動

研究員とに取りਭǛだ研究ඦݥはϱҟのୋりで

す。

໔પ学とൂੳ学校ѥにおける教育૭ԩ動に関ݦ」・

する༫ځō―ݦ໔પ学ൂੳൿࠊѬ学校ຩ܅教を

対नとした意ࡀଳލ結果から―」೯﨑ٵ子・ᓵ直

子（اપ学教育学ൂੳൿࠊѬ学校ൿࠊѬ教

育༂ࣽ研究センター年ඦફ*ݛ、Мߑ中）

校(年間における学習方໗と自己ܑ力ՕのԎ得ݗ」・

との関༫―і語学習のࠜから」ࡲӥ・೯﨑ٵ

子（センター֧要ફ1)ݛ、Мߑ中）

・「学校Ǧǡンセȥングに関するݦ໔પ学とൂੳ学校

ѥとの༫ځŎ―ຩ܅教に対するࠊѬとして」ᓵ

直子・೯﨑ٵ子（センター֧要ફ1)ݛ、Мߑ中）

相 談 内 容

コンサルテーション内容

Ａ 7％

B 17％

C 2％

D 2％

E 22％

F 7％
H 5％

I 5％

J 7％

K 26％

Ａ 8％

B 8％

D 4％

E 25％

F 2％
J 10％

K 4％

L 10％

M 12％

P 18％

A ： 子どもの問題行動
B ： 子どもの性格に関する
もの

C ： 子どもの病気に関する
もの

D ： 子どもの障害に関する
もの

E ： 不登校 
F ： 友人関係 
H ： 学習・進路に関するもの
 I ： 教師との関係
J ： 家庭生活に関するもの
K ： 学校生活に関するもの

A ： 子どもの問題行動
B ： 子どもの性格に関する
もの

D ： 子どもの障害に関する
もの

E ： 不登校 
F ： 友人関係 
J ： 家庭生活に関するもの
K ： 学級経営、児童・生徒の
指導全般に関するもの

Ｌ ： 保護者理解と対応に関
するもの

Ｍ ： 連絡会議
P ： その他
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「教員ຩ成開発๖」は、൲成'+年ஶも引き੶き、

し、教員ຩ成ځ教育委員会と༫ࠅびさいたまחۀا

のࢩ実、教員のౖࠢࡐ力の向上について、より一

実践的な研究חびԩ動を行っています。

１　教育委員会との連携を視野に入れた「学校フィー

ルド・スタディＡ」の実施

પ学と学校現場との学びを҂ճ的につなぎ、ࡐのݗ

い教員としてのౖࠢࡐ力をຩ成する目的で実施してい

る෭授業は、൲成'+年ஶも引き੶き、学びのȐィール

ドをຑѥ、ࣹ・中・ݗ・ൿࠊѬ学校に確保し、

学生の体ۊのࢩ実をইってきました。෭授業をॳす

るհから、ϱҟのԩ動を実施しています。

○事前授業の実施（)ڧ10・ڧ）

○実施校へのࠜߒと議の実施（1ڧ）

○य़り返り授業˄˅の実施（10ڧ1・ڧ'1・ڧ）

○学習૭、ࢩ授業の実施（உֶ）

に、य़り返り授業˄˅では、ࠉ௮ࡣとしてا

講義をいただいた۽教育委員会の方にࠅさいたま・ۀ

り、グループ議の中でࠉ௮講ഓをいただいたりして

います。

２　進路指導委員会、教職支援室との共催による教職

支援セミナーの実施

教職ࠊѬセミナーは、教員としての職ยをѤԫにॳ

めることができるౖ力や、教員としての見方・݂え方

のࠢࡐの育成をইることを目的としています。

教育に係わるݦの動向、ۀا・さいたまࠅ教育委

員会のॳする教育施策、学校現場のතえるບÐなӀ

題、ยと教育法規についての講義を実施していま

す。

主として、前期にはŏ年生対नプログラムを、ۼ期

にはŎ年生対नプログラムを実施しています。ԇプロ

グラムともおよそ(00อの学生が参Ҧし、教職に対す

る໊ӕを॥める֞会となっています。

さらに、൲成'+年ஶからは、学生からのບÐなニー

ǵに対応するため、ۛൿ૭を実施しています。૭

の内ຓは、ৣ、ࠇ願ࣞ、論൫などです。また、教職

に対する意ݗࡀຕのため、ō年生ਙ員を対नにした

૭も実施しました。

３　教職スタート準備講座の実施

業ۼ、教職にくຊ定の学生を対नに、実践的な

ౖ力の習得を目ࠉし、10ڧからōڧまでの間、(0อ

の学生が参Ҧし、講ޕを実施しています。੫৶力とな

るࠢࡐ・ౖ力を身にപけさせ、ࡐのݗい教員として学

校現場でԩできるよう、ϱҟのとおり、プログラム

を一ܞബし開ޘしています。

ëプログラム༎ì

¸¸・教ҭの授業づくり（I8Iのԩພをսǈ）

¸¸・学校のŌ年間と教師のŌష

¸¸・保ࡣ܅との出会いと対応

¸¸・学校事ۥへの対ࣕ

¸¸・生徒ࠉ௮の੪¸¸¸¸¸¸¸

なお、講師については、教育委員会、ൂੳ学校教員

をはじめ、学校教育のફ一ਅでԩされている方をं

ឫしています。

４　さいたま市立小・中学校等の研究発表会への学生

参加

さいたまࠅ教育委員会の力のҟ、さいたまࠅ໔ࣹ・

中学校研究発ഒ会への参Ҧを促し、教育実践や学校

研究に॑れる֞会を০けています。

൲成'+年ஶは、現在まで、およそ,0อの学生が参Ҧ

し、学校現場に॑れ、ࠉ௮方法へのؘ味・関心を॥

める֞会となっています。

【グループ協議の様子】

【面談の様子】
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෭๖はີࢫ、学の教員ຩ成に関わるԩ動、ൂੳ

学校ѥとの༫ځ強化、研究ԩ動、૰Џڼに力をహれ

ています。ݶ年ஶはに、教育学が開発に取りਭǈ

「発ૄमӳに強い教職員育成システム」プログラムが

൫ҭ学कの事業にޡવされたため、この研究事業へ

の力を行っています。また、ൂੳࣹ・中・ൿࠊѬ

学校のը໊職と૭ࠊѬࡣによるԉપ会議の開ޘ

や、ൂੳࣹ・中学校のスクールǦǡンセラー・ຩ܅教

との༫຺会議を実施するなど、ൂੳ学校ѥとの༫ځ

を॥めるԩ動をࢩ実させています。

       ¸¸¸¸

◆教育学部との連携

学の発ૄमӳࠊѬ関༫開発プログラムが、൫ҭ

学कによる「൲成'+年ஶ発ૄमӳのҧౖのあるࠪ௳

生徒に対する早期ࠊѬ・教職員の৳๖向上事業（発

ૄमӳに関する教職員育成プログラム開発事業）」にޡ

વされ、「اપ学教育学を中Ԍとした発ૄमӳに強

い教職員育成システムの開発」と題した研究事業がࠀ

まりました。෭๖は、プログラム開発の֊Ӌとॳに

おいて、研究と実践ので取ਭをࠀめています。

◆教育学部学生への指導・支援

人間形成総合科目「ストレス・マネジメント」の実施

『ॶ間形成合ҭ目』「ストレス・マネǳメント」

は開講Œ年目をڗえ、๖の教員ōอと教育実践研

究๖の教員ŌอのŎอがǥムニȋス形でしま

した。「教職とストレス」では教員ຩ成開発๖の教

員ōอをǭストスȏーǦーとしておंきして教育現場

でのストレスと対ࣕ法をおཌしいただき、ȥアルな内

ຓがࢄ講生にܚഓでした。Ҟԛ教育講ޕの教員にもプ

ロのѮҫとしてのストレスとのつきあい方などを、

ȏアȉѮを܉えておཌしいただきました。ݶ年ஶも

学生の授業ഓҤはݗく、「自己໊ӕが॥まった」「対

ࣕ法をたくさǛ知ることができたので、教職にԩかし

たい」「コミュニケーションのપৡさとコǿがわかっ

てよかった」などのՕੀが֒せられました。

◆附属学校園との連携

附属学校園の児童・生徒、保護者、教員やスクールカ

ウンセラーを対象とした相談活動

この૭ԩ動は、ൂੳ学校ѥとの༫ځの主ࡃであ

り、ൂੳࣹ・中学校に配されたスクールǦǡンセ

ラーとも༫ځをইりながら、૭ԩ動を行っていま

す。ൂੳࣹ学校ը໊職との༫຺会議や、ൂੳൿࠊѬ

学校内૭֞関「しいのみ」における૭ԩ動・研究

。Ѭも実施していますࠊ

年ஶの૭およびコンǰルテーションの内ຓとԥݶ

合はϱҟのୋりです（'01*年1ڧงష現在）。

◆さいたま市（教育研究所）とのコラボレーション

　講座の開講

教育実践研究๖とともに、「教職員のためのメン

タルȓルスとȥラクセーション講ޕ」をڧ開講して

います。また、教員ຩ成開発๖と同で「教職員

キャȥアアップ・ǰȘートセミナー」をŏӖ開講しま

した。このセミナーは、教育学長ޮډ೨を得て、

さいたまࠅ໔ࣹ・中・ൿࠊѬ学校にثยする教員と

༂時的ఽພ教員、さわやか૭員૭員、学ࠊצѬ員、

学生らを主な対नに行われ、Ӗ多くの参Ҧࡣがあ

り、ܚഓでした。

◆研究活動

研究員とに取りਭǛだ研究ඦݥはϱҟのୋりで

す。

໔પ学とൂੳ学校ѥにおける教育૭ԩ動に関ݦ」・

する༫ځō―ݦ໔પ学ൂੳൿࠊѬ学校ຩ܅教を

対नとした意ࡀଳލ結果から―」೯﨑ٵ子・ᓵ直

子（اપ学教育学ൂੳൿࠊѬ学校ൿࠊѬ教

育༂ࣽ研究センター年ඦફ*ݛ、Мߑ中）

校(年間における学習方໗と自己ܑ力ՕのԎ得ݗ」・

との関༫―і語学習のࠜから」ࡲӥ・೯﨑ٵ

子（センター֧要ફ1)ݛ、Мߑ中）

・「学校Ǧǡンセȥングに関するݦ໔પ学とൂੳ学校

ѥとの༫ځŎ―ຩ܅教に対するࠊѬとして」ᓵ

直子・೯﨑ٵ子（センター֧要ફ1)ݛ、Мߑ中）

相 談 内 容

コンサルテーション内容

Ａ 7％

B 17％

C 2％

D 2％

E 22％

F 7％
H 5％

I 5％

J 7％

K 26％

Ａ 8％

B 8％

D 4％

E 25％

F 2％
J 10％

K 4％

L 10％

M 12％

P 18％

A ： 子どもの問題行動
B ： 子どもの性格に関する
もの

C ： 子どもの病気に関する
もの

D ： 子どもの障害に関する
もの

E ： 不登校 
F ： 友人関係 
H ： 学習・進路に関するもの
 I ： 教師との関係
J ： 家庭生活に関するもの
K ： 学校生活に関するもの

A ： 子どもの問題行動
B ： 子どもの性格に関する
もの

D ： 子どもの障害に関する
もの

E ： 不登校 
F ： 友人関係 
J ： 家庭生活に関するもの
K ： 学級経営、児童・生徒の
指導全般に関するもの

Ｌ ： 保護者理解と対応に関
するもの

Ｍ ： 連絡会議
P ： その他
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教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門教員養成開発部門

「教員ຩ成開発๖」は、൲成'+年ஶも引き੶き、

し、教員ຩ成ځ教育委員会と༫ࠅびさいたまחۀا

のࢩ実、教員のౖࠢࡐ力の向上について、より一

実践的な研究חびԩ動を行っています。

１　教育委員会との連携を視野に入れた「学校フィー

ルド・スタディＡ」の実施

પ学と学校現場との学びを҂ճ的につなぎ、ࡐのݗ

い教員としてのౖࠢࡐ力をຩ成する目的で実施してい

る෭授業は、൲成'+年ஶも引き੶き、学びのȐィール

ドをຑѥ、ࣹ・中・ݗ・ൿࠊѬ学校に確保し、

学生の体ۊのࢩ実をইってきました。෭授業をॳす

るհから、ϱҟのԩ動を実施しています。

○事前授業の実施（)ڧ10・ڧ）

○実施校へのࠜߒと議の実施（1ڧ）

○य़り返り授業˄˅の実施（10ڧ1・ڧ'1・ڧ）

○学習૭、ࢩ授業の実施（உֶ）

に、य़り返り授業˄˅では、ࠉ௮ࡣとしてا

講義をいただいた۽教育委員会の方にࠅさいたま・ۀ

り、グループ議の中でࠉ௮講ഓをいただいたりして

います。

２　進路指導委員会、教職支援室との共催による教職

支援セミナーの実施

教職ࠊѬセミナーは、教員としての職ยをѤԫにॳ

めることができるౖ力や、教員としての見方・݂え方

のࠢࡐの育成をইることを目的としています。

教育に係わるݦの動向、ۀا・さいたまࠅ教育委

員会のॳする教育施策、学校現場のතえるບÐなӀ

題、ยと教育法規についての講義を実施していま

す。

主として、前期にはŏ年生対नプログラムを、ۼ期

にはŎ年生対नプログラムを実施しています。ԇプロ

グラムともおよそ(00อの学生が参Ҧし、教職に対す

る໊ӕを॥める֞会となっています。

さらに、൲成'+年ஶからは、学生からのບÐなニー

ǵに対応するため、ۛൿ૭を実施しています。૭

の内ຓは、ৣ、ࠇ願ࣞ、論൫などです。また、教職

に対する意ݗࡀຕのため、ō年生ਙ員を対नにした

૭も実施しました。

３　教職スタート準備講座の実施

業ۼ、教職にくຊ定の学生を対नに、実践的な

ౖ力の習得を目ࠉし、10ڧからōڧまでの間、(0อ

の学生が参Ҧし、講ޕを実施しています。੫৶力とな

るࠢࡐ・ౖ力を身にപけさせ、ࡐのݗい教員として学

校現場でԩできるよう、ϱҟのとおり、プログラム

を一ܞബし開ޘしています。

ëプログラム༎ì

¸¸・教ҭの授業づくり（I8Iのԩພをսǈ）

¸¸・学校のŌ年間と教師のŌష

¸¸・保ࡣ܅との出会いと対応

¸¸・学校事ۥへの対ࣕ

¸¸・生徒ࠉ௮の੪¸¸¸¸¸¸¸

なお、講師については、教育委員会、ൂੳ学校教員

をはじめ、学校教育のફ一ਅでԩされている方をं

ឫしています。

４　さいたま市立小・中学校等の研究発表会への学生

参加

さいたまࠅ教育委員会の力のҟ、さいたまࠅ໔ࣹ・

中学校研究発ഒ会への参Ҧを促し、教育実践や学校

研究に॑れる֞会を০けています。

൲成'+年ஶは、現在まで、およそ,0อの学生が参Ҧ

し、学校現場に॑れ、ࠉ௮方法へのؘ味・関心を॥

める֞会となっています。

【グループ協議の様子】

【面談の様子】
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教育実践
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総合センター

センター長………………岩川 直樹
教育実践研究部門………庄司 康生・北田 佳子
学校臨床心理部門………尾﨑 啓子・椋田 容世
教員養成開発部門………小野 圭司・駒崎　弘匡

兼任教員…………岩川 直樹・舩橋 一男
       野村 泰朗・宇佐見香代
       磯田三津子・澤崎 俊之
       堀田 香織

事務補助員………宍戸 珠美

１．使用を希望する人は、あらかじめセンター事務室に連絡し、希望
する日時の使用予定状況を確認した後、「使用許可申請書」を事務
室に提出する。

  センター事務室担当者は、原則として火、水、金曜日に在室です。
２．鍵の受け渡し
 【学部教員の場合】
   事務室の担当者と受け渡しの日時を確認の上、正面玄関の鍵を

受け取りに来る。鍵貸出簿に署名し、貸出時刻を記入する。使用
当日（当日が不可能な場合はできる限り速やかに）に返却し、貸
出簿に返却時刻を記入する。

 【附属学校・園教員の場合】
   使用の直前に、附属小学校教員室に、２階出入り口の鍵を受け

取りに来る。鍵貸出簿に署名し、貸出時刻を記入する。使用直後
に返却し、貸出簿に返却時刻を記入する。

３．使用設備など
   使用後は清掃を行い、使用した設備等は原状に復帰する。
４．火気、施錠の確認
   使用者の責任において、使用後の火気の始末、施錠を確認する。

(1) 教育の臨床の学の探求
   人間と人間の関係性を軸にした教育実践の本質を、理論的・実践的に探究し、確立をめざす。

(2) 教育の臨床の学にもとづく教育実践への具体的関与
   (1)に基づき、学校、地域・社会における教育実践・心理教育相談に直接的に関与する。

(3) 教員養成の研究と教育
   (1)に基づき、現職教育を含む教員養成の研究を行い、学部の教員養成を直接的に支援する。

(4) 教育実践の連携媒体としての機能
   地域・社会教育と連携し、学内外の教育にかかわるさまざまな立場、諸機関・組織をつなげ、

連携の媒体となるとともに、学部教員養成の媒体的機能を果たす。

埼玉大学教育学部附属教育実践総合センターニュース
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